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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：『すぐに分かり合えなくても』
お名前：髙橋禎加　北海道　旭川支部

【青年スピーチ部門】
皆様、こんにちは。本日、私は自身の小さな、しかし人生において大きな転機となった経験を通して、私たちが切に願う「韓半島の南北統一」を、どのようにして「自分事」として捉え、一歩を踏み出していくべきかについてお話しさせていただきます。
　私たちは日頃から平和を願い、統一を祈っています。しかし、どこかでそれを「国家間の大きな政治の問題」や「遠い未来の出来事」のように感じてはいないでしょうか。私は大学の部活動での悩みと葛藤を通じて、「平和や統一の原点は、今、目の前の人とどう向き合うかにある」ということを身をもって学ばされました。
私は大学時代、バスケットボール部のキャプテンとして、全国大会出場という高い目標に向かって日々、汗を流していました。しかし、4月の大会以降、チームは深刻な「分断」に直面したのです。
　それは、指導者であるコーチの戦術を信じて愚直に進もうとする「私や同期のグループ」と、コーチのやり方に反発し、自分たちのスタイルでやりたいと主張する「下級生たちのグループ」との対立でした。決定的な出来事は、最後のリーグ戦の最初の2試合を終えた後のミーティングでした。
　後輩から「先生の戦術では勝てない、戦術を変えよう」という提案が突きつけられたのです。これまでチームとして信じ、血の滲むような練習を重ねてきた戦術を、なぜこの土壇場で変えなければならないのか。私は激しい怒りと焦りを覚えました。いくらキャプテンとして自分の意見を伝えても、納得させようとしても、後輩たちの心に響くことはありませんでした。
　翌週の試合、私たちは後輩たちの望む戦術で挑みました。しかし、結果はめちゃくちゃでした。コートの上で私は、これまでにない苦しさを味わっていました。それにもかかわらず、試合後、後輩たちは「自分たちのやり方でできて良かった」と言ったのです。「本当にチームのためを思っているのか」――私の頭は怒りでいっぱいになり、チームの心は完全に離ればなれになってしまいました。
「どうせ言ってもわかってくれない」
そうやって諦めて、自分の率直な思いに蓋をしてしまうのは簡単でした。特に後輩に対して、本音を語ることは高いハードルがありました。しかし、私たちは全国出場という「一つの目的」のために集まった仲間です。
　私は同期たちと集まり、真剣に話し合いました。「どうしたら一つになれるのか」「どうしたら全員が同じ目的に向かって、諦めずに頑張れるのか」。
　そこで私たちが導き出した結論は、後輩たちを力でねじ伏せることではなく、「先生の戦術をベースにしながらも、後輩たちの願いや強みにも最大限に応えられる、新しいやり方をみんなで創り出す」ということでした。
　次の日、私は後輩たちに向かって、キャプテンとしてのプライドを捨て、自分の率直な思いと、チームを一つにしたいという切なる願いを誠実に話しました。後輩たちは完全に納得したわけではなかったかもしれません。しかし、私たちの真剣な歩み寄る姿勢を見て、「これで頑張ります」と応えてくれたのです。
　思想や考え方は違う。それでも、お互いが「一つの目的」のために一歩ずつ歩み寄ったとき、チームの心は奇跡的に一つへと向かい始めました。自分の意見を率直に話し、それが相手に受け入れられたとき、私の心には自然と喜びが込み上げてきました。
　皆様、この私の小さな体験は、決して一過性の部活動の美談ではありません。これこそが、韓半島の南北統一という巨大な壁を打ち破る鍵であると、私は確信しています。光復から長い年月が経ち、韓半島の南と北に住む人々の間には、思想、生き方、そして文化の決定的な違いという「分断」が生じています。また、日本で暮らす在日韓国人の諸先輩方が歩んでこられた、筆舌に尽くしがたい苦しみや葛藤の歴史もあります。これらを想うとき、私たちは「違い」に目を奪われ、対話を諦めてしまいそうになります。「どうせ分かり合えない」と。
　しかし、私のあの苦しい体験が教えてくれました。どれほど考えが異なっていても、お互いの苦しみや願いを率直に語り合い、それを素直に聞き、受け入れるならば、そこに「歩み寄り」が生まれます。そしてその歩み寄りこそが、南北統一への、平和への最も確実で大きな一歩になるのです。
　私の心に灯った「率直に語り合い、受け入れ合える喜び」という小さな平和の光。これを私一人のものにせず、これからの歩みの中で出会う様々な人々と分かち合っていきたいと考えます。相手が誰であっても、恐れずに率直に語り合い、相手の思いを受け止める。その一日一日の実践が、やがて韓半島の壁を溶かす摂理のうねりになると信じています。
　この場に集まった皆様から、どうか私たちの身近な「歩み寄り」の勝利が、南北統一へと繋がっていることを信じ、共にこの平和運動を力強く推し進めてまいりましょう。　ご清聴ありがとうございました。
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